
日本フィリピン合作 国際親善映画

International
Friendship Film

この親善映画は、フィリピンの都市部に広がるスラム街を舞台に、
貧困の中で懸命に生きる子供たちの姿を描いた作品です。

映画を通じて、国境を越えた連帯や支援の必要性を訴えることを目的としています。
 単なる貧困の描写ではなく、子供たちの希望、友情、夢を映し出すことで、

 観客に共感と行動を促す内容となっています。

JWCの慈善活動 ~フィリピン~
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子供たちの未来に国境はない

［あらすじ］
ステージ 4 の癌を告知された蒼井奏 (55
歳 ) は病床で混濁する意識の中、自らの
人生を振り返る夢を見ていた。
幼少期は裕福な家庭に育ち何不自由なく
暮らしていた奏だが父親の経営する会社
が破綻した事によりそれまでの人生は一
変する。破綻がきっかけで失踪した父親、
無理と心労が祟り帰らぬ人となった母親。
天涯孤独となった奏を支えたのは母親の
遺したある言葉と、幼少期から慣れ親し

他の NPO 法人の人 １々 新内雛乃
他の NPO 法人の人々 2 秋島和良
舘脇昭一 フィリピン学校日本人校長 楠美聖寿
嶋村喜一郎 NPO 法人代表 むかい誠一
他

キャスト
蒼井奏 浅井理恵
蒼井奏（幼少期） 長谷川澪
マリア ティファニー・ビリェレ・エステラ
天使１ ファオナ・メイ・ロスコ
天使 2 タリア・ヌネエス
ダナン ペス 学校関係者 ゴトウ・ダイアナレイン・ハヴァ
蒼井春香（奏の母） 八田有美香
蒼井武男（奏の父） 瀧航大
大竹 東正実
医師 瀬古吉史
看護師 澁澤真美
差押え執行人 藤元高之

スタッフ
脚本・監督 楠美聖寿
エグゼクティブプロデューサー 小林良夫
プロデューサー 木野幸久
監督補 生野将人
撮影・録音・照明（星野スタジオ） 星野芳信
 星野祐介
撮影応援（日本撮影班） 畔蒜雄大
助監督（日本撮影班） 宇野正洋
制作進行（日本撮影班） 八田有美香
フィリピンロケコーディナーター　     ゴトウ・ダイアナレイン・ハヴァ
ロケ協力　   所沢白翔会病院　J・sacret　スペースキューブ
協力 フィリピン大使館

この映画を通じて、私たちは小さな一歩からでも世界を変えられることを信じ、
皆さまと共に次世代の子どもたちへ希望を届けたいと願っています　JWC 関係者一同

International Friendship Film

んだハープ演奏。
やがて成人した奏は NPO 法人が主催する
国際交流の一環としてフィリピンを訪れ
る。現地の子供達の前でハープ演奏を披
露し歓迎を受けた奏だが、演奏を食い入
るように見つめていた少女マリアと運命的
な出会いを果たす。
マリアの粗末な身なりと壊れた鞄を見た
奏は次回は沢山のプレゼントを持って訪れ
る事を約束する。

再び沢山のプレゼントを持ってフィリピン
の学校を訪れた奏であったがそこにマリア
の姿は無かった。
数ヶ月前にマリアは小児癌で他界していた
のだ。悲しみに暮れる奏の心を癒したの
は子供達の笑顔と優しさに満ちた言葉で
あった。
しかし現実世界では病床の奏は最後の刻
を迎えようとしていたが、その時奇跡は起
きる…
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